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兵庫県芸術文化協会
令和 2年 5月号

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

令
和
２
年
度 

新
規
事
業
ス
タ
ー
ト

伝
統
文
化『
学
び
塾
』を
開
催

参
加
者
を
募
集

　

こ
の
た
び
西
宮

か
ら
神
戸
に
引
っ

越
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
新
居
は

築
30
年
以
上
の
古

い
マ
ン
シ
ョ
ン

で
、
水
回
り
を
は

じ
め
使
い
勝
手
が
今
ひ
と
つ

な
の
で
、
建
築
家
さ
ん
に
リ

フ
ォ
ー
ム
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

約
30
年
の
学
芸
員
生
活
を

通
じ
て
、
展
示
の
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
し
、
９
年
前
に
は
横
尾
忠

則
現
代
美
術
館
の
改
修
工
事

を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
も
と
も
と
建
築

空
間
に
は
興
味
が
あ
り
ま
し

た
。
と
は
い
え
、
自
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
と
な
る
と
、
ま
た

話
が
違
い
ま
す
。
つ
い
欲
張

っ
て
あ
れ
こ
れ
詰
め
込
ん
で

し
ま
い
、
あ
っ
と
い
う
間
に

予
算
を
オ
ー
バ
ー
し
そ
う
に

な
る
の
で
す
が
、
頼
り
に
な

る
の
は
経
験
豊
富
な
建
築
家

さ
ん
で
す
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

と
見
栄
え
を
両
立
さ
せ
る
ア

イ
デ
ア
を
ご
提
案
い
た
だ

き
、
概
算
見
積
も
り
は
思
っ

た
ほ
ど
悲
惨
な
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
に
落
と
し
穴
が
潜
ん
で
い

ま
し
た
。
他
で
も
な
い
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

キ
ッ
チ
ン
や
バ
ス
な
ど
、
中

国
で
生
産
さ
れ
て
い
る
設
備

の
供
給
が
完
全
に
ス
ト
ッ
プ

し
、
引
っ
越
し
の
見
通
し
が

立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
せ
っ
か
く
新
生
活
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す

が
、
今
や
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は

な
い
状
況
で
す
。
と
も
か
く

早
々
に
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、

平
穏
な
日
々
が
戻
っ
て
く
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
Ｙ
Ａ
）

箏コース

▼�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
を
受
け
、
今
月
号
の
「
す
ず
か
け
」

は
４
ペ
ー
ジ
で
お
届
け
し
ま
す
。

▼�

6
月
号
は
休
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
追
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
ご
案
内
し
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼�

本
紙
掲
載
中
の
各
展
覧
会
・
公
演
等
が
中
止
・
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
状
況

に
つ
い
て
は
主
催
者
ま
た
は
会
場
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

　

伝
統
文
化
に
関
す
る
魅
力
的

な
講
座
を
継
続
的
に
学
ぶ
機
会

を
提
供
し
、
学
び
の
成
果
を
発

表
す
る
「
伝
統
文
化
学
び
塾
」

を
令
和
２
年
度
よ
り
実
施
し
ま

す
。

箏
コ
ー
ス

　

日
本
独
特
の
情
緒
を
表
現
す

る
伝
統
楽
器
・
箏
を
よ
り
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
講
座
で
す
。

箏
曲
の
基
本
的
な
説
明
を
聞

き
、
素
敵
な
音
色
が
響
く
日
本

の
伝
統
楽
器
・
お
箏
を
練
習
し

て
発
表
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
日
程
】
①
７
月
21
日
㈫
②
７

月
27
日
㈪
③
８
月
４
日
㈫
④
８

月
18
日
㈫
⑤
９
月
１
日
㈫
⑥
９

月
７
日
㈪

【
時
間
】
10
時
～
12

時【場
所
】
兵
庫
県
公

館
和
風
会
議
室

【
発
表
会
】「
ふ
れ
あ

い
の
祭
典
ひ
ょ
う
ご

邦
楽
の
祭
典
」
９
月

13
日
㈰
、
場
所
／
兵

庫
県
立
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
阪
急
中
ホ
ー

ル【主
催
】
兵
庫
県
箏

絃
連
盟
・
（
公
財
）

兵
庫
県
芸
術
文
化
協

長唄コース

会

長
唄
コ
ー
ス

　

歌
舞
伎
音
楽
と
し
て
発
祥

し
、
三
味
線
音
楽
と
し
て
発
展

し
た
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
、

長
唄
の
魅
力
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
す
る

入
門
講
座
で
す
。
長

唄
に
親
し
ん
で
い
た

だ
き
、
発
表
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
程
】
①
11
月
30

日
㈪
②
12
月
８
日
㈫

③
１
月
12
日
㈫
④
１

月
25
日
㈪
⑤
２
月
９

日
㈫
⑥
２
月
22
日
㈪

【
時
間
】
13
時
30
分

～
15
時
30
分

【
場
所
】
兵
庫
県
公

館
和
風
会
議
室

【
発
表
会
】「
伝
統
文
化
体
験
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
ス
テ
ー
ジ
３

月
７
日
㈰
、
場
所
／
兵
庫
県
公

館
大
会
議
室

【
主
催
】
松
耀
会
・
（
公
財
）

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

◆
◇
◆

【
募
集
人
員
】
各
コ
ー
ス
先
着

10
名

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
み
方
法
】〒
住
所
、氏
名
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
年
齢
、

希
望
コ
ー
ス
名
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
電
話
で
当
協
会

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
＊

和
室
の
教
室
で
す
。
イ
ス
が
必

要
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
「
学

び
塾
」
係
ま
で

ポスターデザイン：横尾忠則

  横尾忠則現代美術館

横尾忠則の
髑髏まつり

５月30日㈯から開催（予定）

　

横
尾
忠
則
の
作
品
に
は
、
溢

れ
る
生
命
力
と
対
照
的
に「
死
」

の
影
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
骸
骨

や
首
吊
り
の
ロ
ー
プ
の
よ
う
な

暗
示
的
な
記
号
か
ら
、
亡
く
な

っ
た
同
級
生
の
写
真
、
空
襲
で

赤
く
染
ま
っ
た
空
な
ど
自
身
の

記
憶
に
由
来
す
る
モ
チ
ー
フ
ま

で
、
様
々
な
「
死
」
の
か
た
ち

が
鮮
や
か
に
力
強
く
、
観
る
者

を
挑
発
し
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
横
尾
作
品
に
繰

り
返
し
用
い
ら
れ
る
図
像
を
手

掛
か
り
と
し
て
、
死
を
見
つ
め

な
が
ら
生
を
描
き
続
け
る
作
家

の
「
死
」
へ
の
想
い
の
軌
跡
を

展
観
し
ま
す
。文化振興部

http://hyogo-arts.or.jp

（
公
財
）
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
６
５
０
︲
０
０
１
１
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
４
︲
16
︲
３

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXshinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

　

会
期
中
に
は
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、「
大
友
良
英
と
音
遊

び
の
会
」
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ス

タ
ジ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
（
参
加
費

無
料
）、
担
当
学
芸
員
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
会
期
】
５
月
30
日
㈯
～
８
月

30
日
㈰

【
開
館
時
間
】10
時
～
18
時
（
金

・
土
曜
日
は
20
時
ま
で
）、
入

館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
た
だ
し

月
曜
日
が
祝
休
日
の
場
合
は
開

館
し
、
翌
日
休
館
）

【
観
覧
料
】一
般
７
０
０
円
（
当

協
会
友
の
会
会
員
は
５
５
０

円
）、
70
歳
以
上
３
５
０
円
、

大
学
生
５
５
０
円
、
高
校
生
以

下
無
料

【
場
所
】横
尾
忠
則
現
代
美
術
館

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
チ
ケ
ッ
ト
を

抽
選
で
５
組
10
名
に
。

【
応
募
方
法
】
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
①
希
望
プ
レ
ゼ
ン
ト

名
②
〒
住
所
③
氏
名
④
電
話
番

号
⑤
友
の
会
会
員
は
会
員
番
号

⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
当

協
会
「
す
ず
か
け
」
係
ま
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
５
月
11
日
㈪

必
着
。

◆
「
日
舞
の
ス
ス
メ
」

　
　

親
子
体
験
教
室

【
日
時
】
５
月
23
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
兵
庫
県
舞
踊
文
化
協

会【募
集
人
員
】
５
組
10
名

◆
お
琴
の
ス
ス
メ

　

親
子
体
験
教
室

【
日
時
】
７
月
31
日
㈮
13
時
30

分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
兵
庫
県
筝
絃
連
盟

【
募
集
人
員
】
８
組
16
名

◆�

押
し
花
で
ラ
ン
チ
ョ

ン
マ
ッ
ト
を
作
ろ
う

　

親
子
体
験
教
室 

☆

【
日
時
】
８
月
22
日
㈯
①
13
時

15
分
～
14
時
15
分
②
14
時
45
分

～
15
時
45
分

【
講
師
】
兵
庫
県
婦
人
手
工
芸

協
会

【
募
集
人
員
】
各
回
５
組
10
名

◆
抹
茶
へ
の
お
誘
い 

☆

【
日
時
】９
月
26
日
㈯
二
席
（
各

席
50
分
）

【
講
師
】
兵
庫
県
茶
道
協
会

【
募
集
人
員
】
各
席
20
名

◆
須
磨
琴
の
ス
ス
メ

【
日
時
】
９
月
29
日
㈫
①
10
時

～
12
時
②
13
時
30
分
～
15
時
30

分

【
講
師
】
一
絃
須
磨
琴
保
存
会

【
募
集
人
員
】
各
部
10
名

◆
能
楽
の
ス
ス
メ

【
日
時
】
10
月
６
日
㈫
、
１
月

20
日
㈬
、
２
月
10
日
㈬
各
日
①

９
時
40
分
～
10
時
40
分
②
10
時

50
分
～
11
時
50
分

【
講
師
】
能
楽
協
会
神
戸
支
部

【
募
集
人
員
】
各
部
15
名

◆
長
唄
の
ス
ス
メ

【
日
時
】
10
月
20
日
㈫
13
時
30

分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
松
耀
会 

東
音 

松
浦

麻
矢

【
募
集
人
員
】
10
名

◇
◆
◇

＊
詳
細
は
順
次
す
ず
か
け
紙
面

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館　

和
風

会
議
室
（
楠
園
亭
）

＊
和
室
の
教
室
で
す
。
イ
ス
が

必
要
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
無
料
（
☆
は
材
料

費
が
必
要
）

【
申
込
み
方
法
】
全
教
室
と
も

先
着
順
で
受
付
。
〒
住
所
、
氏

名
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
年

齢
、
希
望
講
座
名
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
電
話
で
当
協
会

ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
「
伝

統
文
化
体
験
教
室
」
係

当
協
会
管
理
施
設
が
臨
時
休
館

　

国
の
緊
急
事
態
宣
言
及
び
兵

庫
県
の
方
針
を
受
け
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
当
協
会
が
管
理
運

営
す
る
兵
庫
県
民
会
館
、
横
尾

忠
則
現
代
美
術
館
、
原
田
の
森

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア

タ
ー
、
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
の
各
施
設
を
５
月
６
日

（
水
・
振
休
）
ま
で
臨
時
休
館

し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
期
間
に
つ
い
て

は
今
後
の
状
況
に
よ
り
変
更
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
各
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
２
面
、
３
面
に
関
連
記
事

昨年の「日舞のススメ」の様子

伝
統
文
化
体
験
教
室

新
型
コ
ロ
ナ



文
化
事
業
に
も
影
響

物情報催 イベントガイド

ひょうごアーティストサロン
☎０７８・３２１・２005

■―親しめる生活美術書作品―第73回
一東書道会展〈1・2階〉㊐5月29日㈮
～31日㈰○時10時～17時、最終日は～16
時○料無料○内書約400点

■兵庫二紀会選抜展〈1階サロン内〉
㊐5月30日㈯まで（5月6日(水・振休)ま
で臨時休館）○時10時～17時、最終日は
～16時㊡水・日曜日○料無料○内兵庫二紀
会作家・嵐悠子、立谷知代の絵画

㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎０７８・３２１・２１３１

   

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で

         

美
術
館
を
楽
し
も
う
！

毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・5月号 令和 2 年 5 月 1 日　⑵

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
緊
急

事
態
宣
言
を
受
け
、
当
協
会

で
も
事
業
実
施
に
大
き
な
支

障
を
生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
５
月
以
降
の
事
業
に

つ
い
て
も
当
面
の
間
は
延
期

や
中
止
の
や
む
な
き
に
い
た

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
健

康
・
安
全
を
第
一
に
考
え
て

感
染
の
収
束
の
時
期
を
見
極

め
、
実
施
へ
の
努
力
を
重
ね

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
生
活
文
化
大
学

　

全
10
講
座
で
５
月
分
ま
で

の
講
座
が
延
期
と
な
り
ま
し

た
。６
月
以
降
に
つ
い
て
は
、

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
各
受

講
生
に
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
地
域
と
暮
ら
し
の
兵
庫
学

　

５
月
21
日
の
１
回
目
が
延

期
と
な
り
ま
し
た
。
奇
数
月

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
７
月
以
降
の
日
程
が

決
ま
り
次
第
、
各
受
講
生
に

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
新
進
芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ

ー
ズ

　

5
月
28
日
の
堀
裕
貴
ピ
ア

ノ
リ
サ
イ
タ
ル
、
6
月
11
日

の
西
尾
岳
史
バ
リ
ト
ン
リ
サ

イ
タ
ル
（
２
月
28
日
延
期

分
）、
同
19
日
の
蔭
山
晶
子

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
リ
サ
イ
タ
ル

の
各
公
演
が
延
期
と
な
り
ま

し
た
。
7
月
以
降
の
公
演
に

　

臨
時
休
館
中
の
横
尾
忠
則

現
代
美
術
館
で
は
、
休
館
中

の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
少
し
で
も
「
兵
庫
県
立

横
尾
救
急
病
院
展
」
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
＃

お
う
ち
で
Ｙ
Ｔ
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」

作
品
等
を
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
紹
介
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
！

つ
い
て
は
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
県
民
会
館
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト

　

5
月
9
日
の
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
（
髙
橋
奈
王
子
／
小

鼓
）が
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
以
降
の
公
演
に
つ
い
て

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　みなさまのご意見、ご感想をお寄せ
ください。（なお、ご趣旨に沿って、文章
を修正させていただくことがあります）
★�〒650-0011 神戸市中央区下山手通
4-16-3（公財）兵庫県芸術文化協会
「すずかけ」係へ。
FAX、eメール可★FAX０７８·３２１·２１３９
eメール：�sinkoubu@hyogo-arts.or.jp

◆
去
年
の
「
鈴
懸
の
径
絵
画

展
」
は
雨
で
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

で
の
展
示
が
な
か
っ
た
の

で
、
今
年
は
外
で
も
絵
画
を

鑑
賞
し
て
み
た
い
も
の
で

す
。（
尼
崎
市
・
Ｙ
）

◆
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

た
こ
ん
な
時
こ
そ
、
美
術
書

な
ど
に
目
を
通
し
知
識
を
蓄

え
る
時
期
に
充
て
よ
う
と
思

い
ま
す
。（
大
阪
市
・
Ｓ
）

★
気
分
が
沈
み
が
ち
だ
か
ら

か
ス
ー
パ
ー
で
思
わ
ず
花
を

買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家

の
中
が
少
し
明
る
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
普
段

は
し
な
い
こ
と
を
し
て
み
る

の
も
い
い
で
す
ね
。（
編
集
部
）

◆
３
月
号
の
「
こ
だ
ま
」
で

『
美
術
館
に
通
う
習
慣
の
あ

る
人
は
早
死
に
リ
ス
ク
が
低

減
す
る
』『
県
立
美
術
館
安

藤
忠
雄
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
青
リ

ン
ゴ
に
触
れ
る
と
若
が
え
り

す
る
』
と
教
え
て
い
た
だ
い

た
の
で
、
４
日
に
行
き
ま
し

た
ら
『
４
日
か
ら
閉
館
』
に

な
っ
て
し
ま
い
ス
ゴ
ス
ゴ
と

帰
宅
し
ま
し
た
。
も
っ
と
早

く
行
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

と
後
悔
。
青
リ
ン
ゴ
に
ふ
れ

て
若
が
え
り
元
気
を
つ
け
た

い
で
す
。（
赤
穂
市
・
Ｍ
）

ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
方
々

　

安
藝
榮
子
様
、
石
戸 

力

様
、
榎
倉
香
邨
様
、
大
垣
秀

和
様
、
大
野
要
範
様
、
大
平

郁
子
様
、
桂
野
彩
華
様
、
鎌

田
紀
子
様
、（
公
財
）
日
本

和
紙
ち
ぎ
り
絵
協
会
様
、
小

林 

勝
様
、
正
垣
昭
彦
様
、

須
磨
寺
貫
主 

小
池
弘
三
様
、

正
筆
会
会
長 

黒
田
賢
一
様
、

新
規
企
画
で
再
始
動

　

拡
大
感
染
状
況
の
収
束
や

生
活
環
境
の
整
備
を
見
計
ら

い
な
が
ら
順
次
、
事
業
を
再

始
動
し
て
い
く
方
針
で
す
。

新
規
事
業
も
現
在
企
画
・
検

討
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
で

は
、
道
ゆ
く
人
が
気
軽
に
絵

画
を
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
鈴
懸
の
径
絵
画
展
」
を
今

年
も
６
月
に
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
美
術
愛
好
家
か
ら

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】「
兵
庫
の
風
物
を

描
く
（
兵
庫
県
内
の
風
物
）」

「
花
を
描
く
（
花
は
地
域
制

限
な
し
）」

【
会
期
】
６
月
17
日
㈬
～
20

日
㈯

【
場
所
】
兵
庫
県
民
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
階
展
示
室
、

入
賞
作
品
の
一
部
を
県
民
会

館
前
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
展
示

（
雨
天
時
は
県
民
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
）

【
応
募
部
門
】
日
本
画
（
水

墨
画
含
む
）、
洋
画
（
水
彩

画
含
む
）

【
応
募
規
格
】４
～
10
号
（
作

品
サ
イ
ズ
最
大
縦
、
横
53
㎝

以
内
、
額
装
含
ま
ず
）

【
応
募
資
格
】
15
歳
以
上
。

本
人
が
描
い
た
未
発
表
の
絵

画
作
品
（
一
人
何
点
で
も
応

募
で
き
ま
す
）

【
出
品
料
】
一
作
品
あ
た
り
、

19
歳
以
上
４
０
０
０
円
、
15

歳
～
18
歳
１
０
０
０
円
（
出

品
料
は
５
月
31
日
㈰
、
搬
入

時
作
品
受
付
の
際
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
）

【
申
込
み
方
法
】
所
定
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
ま
た
は

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
当
協
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】
５
月
20
日
㈬

ま
で
。

【
賞
】
鈴
懸
大
賞
、
兵
庫
県

知
事
賞 

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
】

（
公
財
）
兵
庫
県
芸
術
文
化

協
会
「
鈴
懸
の
径
絵
画
展
」

係

新
型
コ
ロ
ナ

原作＝増山 実「波の上のキネマ」
（集英社刊）

脚本・演出＝岩崎正裕（劇団太陽族）

  

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
第
69
回
公
演
／

  

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
波
の
上
の
キ
ネ
マ
」

　

感
動
と
興
奮
の
小
説
、
待

望
の
舞
台
化
！

　

閉
館
の
危
機
に
あ
る
尼
崎

の
小
さ
な
映
画
館
の
経
営
者

が
、
創
業
者
で
あ
る
祖
父
の

人
生
を
た
ど
る
こ
と
に
。
脱

出
不
可
能
と
言
わ
れ
た
絶
海

の
島
で
の
壮
絶
な
運
命
、
そ
こ

に
差
す
希
望
の
光
と
は
―
―

　

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
と
関
西
で

活
躍
す
る
演
劇
人
の
力
を
広

く
結
集
し
て
上
演
す
る
ピ
ッ

コ
ロ
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
第
12
弾
！

　

こ
の
度
、
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団

員
と
と
も
に
、「
波
の
上
の

   

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

     

「
と
っ
と
と
と
い
て
よ
！

                 

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」

　

歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
謎

解
き
あ
り
⁉ 

大
人
も
子
ど

も
も
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

劇
場
。
今
夏
は
、
ピ
ッ
コ
ロ

シ
ア
タ
ー
を
飛
び
出
し
て
、

伊
丹
（
兵
庫
県
）
に
お
邪
魔

し
ま
す
‼

【
作
】
早
船 

聡
（
サ
ス
ペ
ン

デ
ッ
ズ
）

【
演
出
】
平
井
久
美
子
（
ピ

ッ
コ
ロ
劇
団
）

【
音
楽
】
園
田
容
子

【
日
程
】８
月
15
日
㈯・16
日
㈰

兵庫県芸術文化協
会友の会会員は、
主催公演を1割引
で鑑賞できます（本
人のみ、事前電話
予約・要会員証）
アクセス
■ＪＲ宝塚線塚口駅
から徒歩約5分
■阪急神戸線塚口
駅から徒歩約8分

【
会
場
】
東
リ 

い
た
み
ホ
ー

ル
（
伊
丹
市
立
文
化
会
館
）

【
入
場
料
】一
般
３
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
５
０
０
円
、

セ
ッ
ト
券（
一
般
＋
高
校
生
以

下
）４
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

【
期
間（
予
定
）】４
月
８
日
㈬

～
５
月
６
日（
水
・
振
休
）（
５

月
７
日
㈭
は
休
館
日
）

＊
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ

・
予
約
は
９
時
～
17
時
、

　

日
・
月
曜
休
館

脚本・演出：岩崎正裕
撮影 ：井上大志

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
と
も

な
う
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

キ
ネ
マ
」
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
俳
優
を
募
集
し
ま
す
。

【
公
演
日
程
】
令
和
３
年
２

月
19
日
㈮
～
21
日
㈰　

５
回

公
演

【
会
場
】兵
庫
県
立
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー 

阪
急 

中
ホ
ー
ル

【
応
募
資
格
】
①
関
西
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
男
女
俳
優
（
若
干
名
）

②
２
０
２
１
年
１
月
上
旬
か

ら
の
稽
古（
尼
崎
・
日
中
～
夜

間
）
～
上
演
（
西
宮
）
ま
で

の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※
未
経
験
者
は
応
募
不
可

※
出
演
者
に
は
規
定
の
出
演

料
を
支
給
（
交
通
費
込
み
）

【
審
査
概
要
】
①
１
次
審
査

（
書
類
審
査
）
応
募
締
切
８

月
２
日
㈰
必
着

②
２
次
審
査
（
実
技
・
面
接
）

８
月
18
日
㈫
19
時
～

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
ま

で
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団

「
波
の
上
の
キ
ネ
マ
」
出
演

俳
優
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
係

〒
６
６
１
‐
０
０
１
２ 

尼

崎
市
南
塚
口
町
３
‐
17
‐
８

☎
０
６
・
６
４
２
６
・
８
０

８
８
（
劇
団
直
通
）
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
６
・
６
４
２
６
・
１
９
４

３

http

：//hyogo-arts.
or.jp/piccolo

※
９
時
～
21
時　

月
曜
休
館

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

出
演
俳
優
募
集

第
34
回
鈴
懸
の
径
絵
画
展

作
品
を
募
集
中

家にいながら美術館が楽しめます

の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
で
、
同

美
術
館
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ

ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

展
覧
会
の
魅
力
を
連
載
で

投
稿
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
原
田

の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
、
前

身
と
な
る
旧
兵
庫
県
立
近

代
美
術
館
の
設
計
を
手
掛

け
た
村
野
藤
吾
の
建
築
の

み
ど
こ
ろ
、
敷
地
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
屋
外
彫
刻

園
部
琴
城
様
、永
井
和
子
様
、

藤
田
八
千
代
様
、
藤
原
摂
楠

様
、
前
田
竹
治
様
、
宮
田
融

夫
様
、
山
本
和
子
様

＊
50
音
順

　

そ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
ご

厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
若

手
芸
術
家
の
支
援
を
は
じ

め
、
当
協
会
の
芸
術
文
化
振

興
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。



毎月 1 回 1 日発行すずかけ・5月号⑶　令和 2 年 5 月 1 日

    

兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団

     

２
０
２
０
‐
21
シ
ー
ズ
ン
定
期
演
奏
会

                  

定
期
会
員
券
（
９
回
通
し
券
）

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

6
月
発
売
予
定
公
演

６
月
28
日
㈰
よ
り
一
般
発
売
開
始

      

上
方
次
世
代
落
語

             

好
敵
手
の
会 

２
０
２
０

   

世
界
音
楽
図
鑑

   

ア
ヴ
ィ
・
ア
ヴ
ィ
タ
ル（
マ
ン
ド
リ
ン
）meets

       

オ
メ
ル
・
ア
ヴ
ィ
タ
ル（
ベ
ー
ス
、
ウ
ー
ド
）

　

２
０
２
０
年
夏
…
実
力
派

の
若
手
噺
家
４
人
が
お
互
い

の
芸
を
磨
き
合
う
「
好
敵
手

の
会
」
が
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
へ
帰
っ
て
き
ま
す
！ 

吉

朝
一
門
の
佐
ん
吉
と
吉
の

丞
、
そ
し
て
、
鶴
瓶
一
門
の

鉄
瓶
と
べ
瓶
…
伸
び
盛
り
の

噺
家
４
人
に
よ
る
全
力
の
高

座
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

【
出
演
】
笑
福
亭
鉄
瓶
、
桂

佐
ん
吉
、
笑
福
亭
べ
瓶
、
桂

吉
の
丞

（
演
目
は
当
日
の
お
楽
し
み
）

【
日
時
】
８
月
22
日
㈯
14
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
２
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

笑福亭鉄瓶

桂 吉の丞

笑福亭べ瓶 桂 佐ん吉

　

Ｐ
Ａ
Ｃ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
２

０
２
０
‐
21
シ
ー
ズ
ン
の
定

期
演
奏
会
が
い
よ
い
よ
発
売

で
す
！ 

15
シ
ー
ズ
ン
目
を

迎
え
る
今
回
、
佐
渡
裕
芸
術

監
督
は
壮
大
な
「
ア
ル
プ
ス

交
響
曲
」
と
、
こ
れ
ま
で
も

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

や
10
周
年
の
節
目
を
飾
っ
て

き
た
「
第
九
」
を
披
露
す
る

ほ
か
、
お
な
じ
み
井
上
道
義

や
下
野
竜
也
、
初
登
場
と
な

る
世
界
屈
指
の
巨
匠
レ
ナ
ー

ド
・
ス
ラ
ッ
ト
キ
ン
や
世
界

中
で
オ
フ
ァ
ー
の
絶
え
な
い

名
指
揮
者
の
準
・
メ
ル
ク
ル

な
ど
、
15
シ
ー
ズ
ン
目
に
相佐渡 裕

Ⓒ飯島隆

兵庫芸術文化センター管弦楽団

応
し
い
大
注
目
の
指
揮
者
が

ず
ら
り
勢
揃
い
！ 

個
性
豊

か
な
ソ
リ
ス
ト
と
共
に
、
そ

れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
堂
々
披
露
し

ま
す
。

　

彩
り
豊
か
な
９
公
演
全
て

を
マ
イ
・
シ
ー
ト
で
楽
し
め

て
、
色
々
な
特
典
も
つ
い
た

お
ト
ク
満
載
の
定
期
会
員
券

（
９
回
通
し
券
）
を
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
！

■
９
月
18
日
㈮
～
20
日
㈰

【
曲
目
】
シ
ベ
リ
ウ
ス
／
悲

し
き
ワ
ル
ツ
、
交
響
曲 

第

７
番
、
Ｒ
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

／
ア
ル
プ
ス
交
響
曲

【
出
演
】
指
揮
・
芸
術
監
督

／
佐
渡
裕

■
10
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰

【
曲
目
】
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ア

ン
／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交

響
曲 

第
７
番

【
出
演
】
指
揮
／
ミ
ヒ
ャ
エ

ル
・
ザ
ン
デ
ル
リ
ン
ク
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
／
木
嶋
真
優

■
11
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰

【
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
、

ハ
イ
ド
ン
／
交
響
曲 

第
１

番
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
／
交
響

曲 

第
４
番
「
悲
劇
的
」

【
出
演
】
指
揮
／
ユ
ベ
ー
ル

・
ス
ダ
ー
ン
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
／
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
ハ
ー

グ
ナ
ー

■
12
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

【
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

／
交
響
曲 

第
９
番
「
合
唱

付
き
」

【
出
演
】
指
揮
・
芸
術
監
督

／
佐
渡
裕
、
ソ
プ
ラ
ノ
／
並

河
寿
美
、
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ

／
清
水
華
澄
、
テ
ノ
ー
ル
／

行
天
祥
晃
、
バ
リ
ト
ン
／
キ
ュ

ウ
・
ウ
ォ
ン
・
ハ
ン
、
合
唱

／
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
第
９

合
唱
団

■
１
月
15
日
㈮
～
17
日
㈰

【
曲
目
】〈
オ
ー
ル
・
シ
ョ
ス

タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
〉 

ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
２

番
、
交
響
曲 

第
７
番 

「
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
」

【
出
演
】
指
揮
／
下
野
竜
也
、

ピ
ア
ノ
／
プ
ラ
メ
ナ
・
マ
ン

ゴ
ー
ヴ
ァ

■
２
月
19
日
㈮
～
21
日
㈰

【
曲
目
】
ロ
ッ
シ
ー
ニ
／
歌

劇
「
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
」
序

曲
、
ブ
ル
ッ
フ
／
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
協
奏
曲 

第
１
番
、
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
／
交
響
曲 

第
９
番
「
新
世
界
よ
り
」

【
出
演
】
指
揮
／
ジ
ャ
ン
ル

イ
ジ
・
ジ
ェ
ル
メ
ッ
テ
ィ
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
ボ
リ
ス
・

ベ
ル
キ
ン

■
３
月
19
日
㈮
～
21
日
㈰

【
曲
目
】
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス

／
交
響
詩
「
オ
ン
フ
ァ
ー
ル

の
糸
車
」、
チ
ェ
ロ
協
奏
曲 

第
１
番
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
／

バ
レ
エ
音
楽
「
遊
戯
」、Ｒ
．

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
／
交
響
詩

「
テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ

ピ
ー
ゲ
ル
の
愉
快
な
悪
戯
」

【
出
演
】
指
揮
／
準
・
メ
ル

ク
ル
、
チ
ェ
ロ
／
カ
ミ
ー
ユ

・
ト
マ

■
４
月
９
日
㈮
～
11
日
㈰

【
曲
目
】レ
ナ
ー
ド
・
ス
ラ
ッ

ト
キ
ン
／
バ
ッ
カ
ナ
リ
ア
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲 

第
８
番
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス

キ
ー
／
春
の
祭
典

【
出
演
】
指
揮
／
レ
ナ
ー
ド

・
ス
ラ
ッ
ト
キ
ン

■
６
月
18
日
㈮
～
20
日
㈰

【
曲
目
】
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン

／
交
響
曲
第
５
番
「
プ
ロ
メ

テ
ウ
ス
―
火
の
詩
」、
ス
ト

ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
／
バ
レ
エ

音
楽
「
火
の
鳥
」（
１
９
１

０
年
原
典
版
）

【
出
演
】
指
揮
／
井
上
道
義
、

ピ
ア
ノ
／
ア
レ
ク
セ
イ
・
ヴ
ォ

ロ
デ
ィ
ン

◇
◆
◇

＊
各
日
15
時
開
演

【
場
所
】Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
定
期
会
員
券
（
９
回
通
し

券
）】
Ａ
席
２
７
０
０
０
円
、

Ｂ
席
２
２
５
０
０
円
、
Ｃ
席

１
６
２
０
０
円（
全
席
指
定
）

＊
Ｄ
席
は
１
回
券
の
み
の
取

扱
い
。

桂 文珍

堀米ゆず子
Ⓒ akira muto Octavia Records Inc.

    

桂
文
珍 

兵
庫
大
独
演
会

         

～
ネ
タ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
～

堀
米
ゆ
ず
子 

無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

　

古
典
落
語
か
ら
創
作
落
語

ま
で
、
旺
盛
な
好
奇
心
で
常

に
新
し
い
挑
戦
を
続
け
る
桂

文
珍
の
独
演
会
を
今
年
も
開

催
し
ま
す
。
関
西
で
唯
一
、

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る「
リ
ク
エ
ス
ト
寄
席
」

で
、
ま
す
ま
す
磨
き
を
か
け

た
ネ
タ
を
た
っ
ぷ
り
ご
堪
能

く
だ
さ
い
！ 

ど
う
ぞ
お
聴

き
逃
し
な
く
。

【
出
演
】
桂 

文
珍

（
演
目
は
当
日
の
お
楽
し
み
）

【
日
時
】
10
月
９
日
㈮
14
時
、

10
日
㈯
13
時

　

日
本
を
代
表
す
る
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
堀
米
ゆ
ず
子
。

こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は

「
バ
ッ
ハ
＆
ブ
ラ
ー
ム
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
、
室
内
楽

や
協
奏
曲
で
数
々
の
名
演
を

披
露
し
ま
し
た
が
、
無
伴
奏

の
み
の
公
演
で
は
初
来
演
。

「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」（
パ
ル
テ
ィ

ー
タ
第
２
番
よ
り
）
等
、
バ
ッ

ハ
の
神
々
し
き
一
音
一
音
に

浸
る
ひ
と
と
き
を
。

【
曲
目
】
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ

／
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

た
め
の
ソ
ナ
タ
と
パ
ル
テ
ィ

ー
タ
よ
り
ソ
ナ
タ 

第
１
番
、

パ
ル
テ
ィ
ー
タ 

第
１
番
、

ソ
ナ
タ 

第
２
番
、
パ
ル
テ

ィ
ー
タ 

第
２
番

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

堀
米
ゆ
ず
子

【
日
時
】
11
月
７
日
㈯
14
時

【
場
所
】Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
３
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を
受

け
、
５
月
７
日
㈭
ま
で
休
館

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
４

月
、
５
月
の
発
売
日
を
左
記

の
通
り
延
期
し
ま
す
。

一
般
発
売

４
月
26
日
㈰
→
６
月
28
日
㈰

５
月
24
日
㈰
→
６
月
28
日
㈰

※「
こ
ま
つ
座 

人
間
合
格
」
は

５
月
16
日
㈯
→
６
月
28
日
㈰

　

最
新
の
情
報
は
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

お
客
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

ワ
ン
コ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

 

９
月
は
大
阪
交
響
楽
団
首

席
チ
ェ
リ
ス
ト
の
大
谷
雄
一

が
登
場
。“
情
熱
”
を
テ
ー

マ
に
、
ど
な
た
で
も
聴
き
や

す
く
、
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
お
届
け
し
ま
す
。
10
月
は

ク
ラ
シ
カ
ル
ギ
タ
ー
・
コ
ン

ク
ー
ル
で
第
１
位
を
受
賞
し

た
山
口
莉
奈
。
さ
ま
ざ
ま
な

特
殊
技
法
を
使
っ
た
曲
と
共

に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の

魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
お
贈
り
し
ま
す
。

■
大
谷
雄
一 

～
情
熱
の
チ
ェ

ロ【曲
目
】
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス

／
ア
レ
グ
ロ
・
ア
パ
ッ
シ
ョ

大谷雄一

ナ
ー
ト 

ロ
短
調
、
フ
ォ
ー

レ
／
エ
レ
ジ
ー 

ハ
短
調
、

カ
サ
ド
／
親
愛
な
る
言
葉
、

ピ
ア
ソ
ラ
／
ル
・
グ
ラ
ン
・

タ
ン
ゴ　

ほ
か

【
出
演
】
チ
ェ
ロ
／
大
谷
雄

一
、
ピ
ア
ノ
／
田
中 

葵

【
日
時
】
９
月
３
日
㈭
11
時

30
分
・
15
時

■
山
口
莉
奈
～
ギ
タ
ー
が
奏

で
る
小
さ
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

【
曲
目
】
ポ
ン
セ
／
南
の
ソ

ナ
チ
ネ
、
タ
レ
ガ
／
ア
ル
ハ

ン
ブ
ラ
の
思
い
出
、
デ
ィ
ア

ン
ス
／
タ
ン
ゴ
・
ア
ン
・
ス 山口莉奈

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】４
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

カ
イ
、
バ
リ
オ
ス
／
大
聖
堂

　

ほ
か

【
出
演
】ギ
タ
ー
／
山
口
莉
奈

【
日
時
】
10
月
13
日
㈫
11
時

30
分

◇
◆
◇

【
場
所
】K
O
B
E
L
C
O
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

　

グ
ラ
ミ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
た
マ
ン
ド
リ
ン
の
貴

公
子
と
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ジ
ャ

ズ
を
代
表
す
る
ベ
ー
シ
ス
ト

に
よ
る
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ

・
デ
ュ
オ
！ 

２
０
１
７
年

に
ヴ
ェ
ニ
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
来
演
し
た

ア
ヴ
ィ
が
次
は
世
界
音
楽
図

鑑
に
。
近
年
ド
イ
ツ
・
グ
ラ

モ
フ
ォ
ン
か
ら
ア
ル
バ
ム
を

発
表
す
る
な
ど
注
目
の
二
人

を
聴
き
逃
せ
ま
せ
ん
！

【
曲
目
】
ザ
ム
ザ
マ
、
ア
ナ

・
マ
グ
リ
ブ
、
モ
ロ
ッ
コ
、

ア
ヴ
ィ
ズ
・
ソ
ン
グ
、
ロ
ン
リ

ー
・
ガ
ー
ル　

ほ
か
（
予
定
）

【
出
演
】
マ
ン
ド
リ
ン
／
ア

ヴ
ィ
・
ア
ヴ
ィ
タ
ル
、
ベ
ー

ス
、
ウ
ー
ド
／
オ
メ
ル
・
ア

ヴ
ィ
タ
ル
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
／
イ
タ
マ
ー
ル
・
ド
ア

リ
、
ピ
ア
ノ
／
ヨ
ナ
タ
ン
・

ア
ヴ
ィ
シ
ャ
イ

【
日
時
】
10
月
13
日
㈫
19
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】４
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

アヴィ・アヴィタル、オメル・アヴィタル



▼黒井城跡＝丹波市春日町黒井。舞鶴若狭自動車道春
日ＩＣから約１０分。ＪＲ福知山線黒井駅から登山口ま
で徒歩１０分。山道は小石などで滑りやすい。山歩き用
の靴を履く方がよい。問い合わせは丹波市教育委員会
文化財課☎0795-70-0819
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黒井城跡
（目的地）

春日和田山道路

舞鶴
若狭
自

動
車道

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線

春日ＩＣ黒井駅黒井駅

「
麒き
り
ん麟
が
来
る
」
の
主
人
公

明
智
光
秀
の
攻
撃
を
退
け
た

堅
固
な
つ
く
り
で
知
ら
れ
ま

す
。

　

城
跡
の
ふ
も
と
に
は
、
興

禅
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お

寺
は
落
城
後
、
光
秀
の
部
下

斎
藤
利
三
が
民
政
の
拠
点
と

し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
利
三

の
む
す
め
、
お
福
が
こ
こ
で

生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
彼
女
は
の
ち
に
徳
川
３

代
将
軍
、
家
光
の
乳め
の
と母
春
日

局
と
な
っ
た
の
で
し
た
。
春

日
局
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

に
な
り
ま
し
た
。（
１
９
８

９
年
）

　

お
寺
の
そ
ば
を
と
お
っ
て

本
丸
を
目
指
し
ま
す
。
み
ち

は
「
ゆ
る
や
か
コ
ー
ス
」
と

「
急
坂
コ
ー
ス
」
と
が
あ
り

ま
す
。
急
坂
コ
ー
ス
は
健
脚

向
き
、
30
分
ほ
ど
で
本
丸
に

着
き
ま
す
。体
力
を
考
え
て
、

ゆ
る
や
か
コ
ー
ス
を
た
ど
り

ま
し
た
。

本丸跡からＪＲ黒井駅方面を見る。足元に黒井の
街並みが見え、素晴らしい眺めだ 　

お
城
ブ
ー
ム
の

昨
今
、
丹
波
市
春

日
町
の
黒
井
城
跡

を
訪
れ
る
人
は
数

多
い
。
取
材
し
た

日
も
た
く
さ
ん
の

若
い
人
た
ち
や
家

族
連
れ
に
出
あ
い

ま
し
た
。
山
歩
き

な
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
リ
ス
ク
は
少

な
い
で
し
ょ
う
。

　

黒
井
城
は
、
い

ま
放
映
中
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

ウ
ン
ド
が
見
え
ま
す
。

　

丹
波
市
教
育
委
員
会
が
書

い
た「
国
史
跡　

黒
井
城
跡
」

幟
ま
わ
し
中
止 

神
社
に
幟
立
て
祝
う

第270回

令
和
元
年
度
ふ
る
さ
と
文
化
賞
受
賞
者

宮み
や
う
ち
の
ぼ
り

内
幟
ま
わ
し
保ほ

ぞ
ん
か
い

存
会

素
顔
拝
見

　

宮
内
幟
ま
わ
し
保
存
会

は
、
こ
ど
も
の
日
の
５
月
５

日
に
豊
岡
市
出
石
町
宮
内
の

地
区
内
を
、
地
元
の
中
学
生

ら
が
初
節
句
を
迎
え
る
子
ど

も
の
家
な
ど
を
巡
り
幟
を
ま

年
の
対
象
は
男
児
２
人
だ
っ

た
が
、保
存
会
は
４
月
中
旬
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

の
緊
急
事
態
宣
言
が
兵
庫
県

に
も
出
さ
れ
た
な
ど
か
ら
今

年
の
幟
ま
わ
し
を
中
止
し
、

の
笛
）
吹
き
、
三
年
生
は
ハ

タ
（
幟
）
モ
チ
と
決
め
ら
れ

て
い
た
。
だ
が
、
年
ご
と
に

幟
を
担
い
で
ま
わ
す
中
学
生

が
減
っ
た
な
ど
か
ら
２
０
１

６
年
に
宮
内
少
年
会
は
解
散

し
、
翌
年
に
「
宮
内
幟
ま
わ

し
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
活

動
を
引
き
継
い
だ
。
当
時
区

長
で
初
代
会
長
と
な
っ
た
宮

下
さ
ん
は
「
良
き
伝
統
行
事

を
守
り
伝
承
を
と
の
思
い
が

サ
ポ
ー
ト
の
大
人
の
二
人
一

組
で
一
本
の
幟
を
担
ぎ
、
ま

わ
し
ま
す
。
隊
列
の
前
、中
、

後
に
警
護
者
を
、
全
体
の
統

率
に
は
監
督
者
を
配
置
す
る

な
ど
し
事
故
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
」

　

５
日
午
後
１
時
に
祭
礼
開

始
。
烏え
ぼ
し
帽
子
を
か
ぶ
り
「
雑ぞ
う
し
き色
」

と
呼
ぶ
緑
色
の
装
束
姿
の
一

行
は
社
頭
で
幟
を
ま
わ
し
た

後
、
地
区
内
を
巡
り
旧
家
、

初
節
句
を
迎
え
た
家
の
前
や

辻
な
ど
各
所
で
、「
ヨ
ー
イ

ヨ
ー
イ　

バ
ー
ヤ
ー
ナ
」
で

始
ま
る
独
特
の
お
囃
子
や
タ

ケ
ボ
ラ
の
音
に
合
わ
せ
て
５

本
の
幟
を
立
て
て
ま
わ
す
。

初
節
句
の
家
で
は
、
正
装
し

た
父
親
が
子
ど
も
を
抱
い
て

一
行
を
迎
え
、
一
行
が
去
る

と
出
石
神
社
で
祈
祷と
う
を
受
け

る
。
さ
ら
に
社
頭
で
再
び
幟

ま
わ
し
を
行
い
初
節
句
の
子

ど
も
を
祝
福
。
最
後
に
餅も
ち
ま

き
が
あ
り
に
ぎ
わ
う
。

　
「
今
回
の
賞
は
長
年
保
存

・
伝
承
に
取
り
組
ん
で
き
た

宮
内
少
年
会
に
贈
ら
れ
た
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
中
学
生
の
保
護
者
・

青
壮
年
会
な
ど
の
ご
理
解
と

今
年
の
５
月
５
日
は
幟
５
本

を
出
石
神
社
神
門
前
に
立
て

て
成
長
を
祝
う
こ
と
を
決
め

た
。
川
㟢
会
長
は
「
決
定
は

関
係
者
全
員
一
致
で
し
た
」

　

長
尾
宮
司
ら
に
よ
る
と
、

祭
礼
は
ご
祭
神
「
天
あ
め
の
ひ
ぼ
こ
の
み
こ
と

日
槍
命
」

が
円
山
川
河
口
の
瀬
戸
を
切

り
開
き
開
拓
し
、
意
気
揚
々

と
出
石
に
戻
る
様
子
を
模
し

た
と
の
伝
説
に
由
来
す
る
と

伝
え
ら
れ
る
。
起
源
は
定
か

で
は
な
い
。
か
つ
て
は
宮
内

少
年
会
（
宮
内
区
の
中
学
男

子
12
～
15
人
）
が
主
体
で
行

い
、
一
年
生
が
お
囃
子
を
歌

い
、二
年
生
が
タ
ケ
ボ
ラ（
竹

幟
は
縦
約
６
㍍
、
幅
70
㌢
。

支
柱
の
竹
棒
は
長
さ
約
８
㍍

に
も
。
古
い
幟
の
絵
柄
を
参

考
に
戦
国
時
代
な
ど
の
合
戦

模
様
や
武
者
絵
を
依
頼
。
こ

れ
ま
で
の
墨
絵
調
か
ら
一

転
、
彩
り
豊
か
に
な
っ
た
の

が
特
徴
。
天
竺
木
綿
に
手
描

き
し
た
労
作
＝
写
真
。
川
㟢

会
長
ら
は
「
カ
ラ
フ
ル
な
幟

が
新
緑
に
映
え
見
栄
え
最

高
。
大
敵
は
風
。
中
学
生
と

地
区
民
に
伝
わ
り
結
成
に

つ
な
が
り
ま
し
た
」。
保

存
会
は
精
力
的
に
活
動
。

18
年
以
降
は
、
区
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
賛
同

を
得
た
た
め
、
初
節
句
の

男
児
だ
け
だ
っ
た
幟
ま
わ

し
は
女
児
も
対
象
（
希
望

す
る
家
族
の
み
）と
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
長
年

使
用
し
傷
み
が
著
し
い
幟

５
本
を
新
調
し
、
18
年
か

ら
使
っ
て
い
る
。
新
し
い

ご
協
力
を
得
て

充
実
し
た
保
存

会
活
動
を
展
開

し
て
ほ
し
い
。

裏
方
で
支
援
し

ま
す
」
と
今
期

で
退
任
す
る
川

㟢
会
長
は
話
し

た
。

2018年に新調した幟。左から「大阪夏の陣」
「加藤清正」「太閤佐久間」「川中島の戦い」
「宇治川の戦い」

そろいの装束姿で巡り、各所
でお囃子などに合わせて５本
の幟まわしをする中学生や保
護者ら

わ
し
て
成

長
を
祝
う

伝
統
の

「
幟
ま
わ

し
」
の
保

存
・
継
承

に
尽
力
し

て
い
る
団

体
。
近
年

の
進
む
少

子
化
で
今

記念の楯を前に受賞を喜ぶ左から、
川㟢一（まこと）現・宮内幟まわし保存
会会長（71）、宮下仁史（ひとし）初代
会長（同）、長尾家典（いえのり）出
石神社宮司（54）。豊岡市無形民俗
文化財。「中学時代に体験した活気
と楽しさを取り戻したい」と長尾宮司。

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）
を
見
ま
す
と
、

黒
井
城
は
猪
ノ
口
山
の
山
頂

（
標
高
３
５
６
ｍ
）
を
含
む

跡
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

そ
の
昔
、
織
田
信
長
は
明

智
光
秀
に
命
じ
て
丹
波
攻
め

を
敢
行
し
ま
し
た
。
光
秀
の

勢
力
に
対
抗
し
た
の
が
、
荻

野
（
赤
井
）
直
正
で
す
。
直

正
は
黒
井
城
の
堅
固
な
守
り

城跡訪ねて

兵庫の

黒
井
城
跡
（
丹
波
市
春
日
町
）

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地

奥
丹
波
の
盟
主
・
赤
井
氏
の
居
城
跡

木の根が走る登山道（ゆるやかコース）

　
「
ゆ
る
や
か
」
と
は
い
う

も
の
の
、
結
構
み
ち
は
厳
し

く
、
汗
が
に
じ
み
ま
す
。
木

の
根
が
四
方
に
走
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
通
り
ま
し
た
。
イ

ノ
シ
シ
よ
け
の「
猪
垣
門
扉
」

を
あ
け
て
通
り
す
ぎ
ま
た
す

ぐ
閉
め
ま
し
た
。

　

本
丸
跡
に
到
着
す
る
と
、

眺
め
が
素
晴
ら
し
い
。
す
ぐ

足
元
に
黒
井
小
学
校
の
グ
ラ

本城部分の全景
（丹波市教育委員会の「国史跡黒井城跡」ＰＤＦ版から）

約
１
２
０
㌶
に
及

ぶ
猪
ノ
口
山
系
全

体
が
城
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
９
８
９
年

に
指
定
さ
れ
た
国

史
跡
も
そ
れ
ら
全

域
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

城
跡
を
歩
き
ま

す
と
、
本
丸
、
二

の
丸
、
三
の
丸
に

東
曲
輪
な
ど
の
立

て
札
が
見
え
ま

す
。
城
跡
は
当
時

の
遺
構
が
変
え
ら

れ
ず
に
残
さ
れ
て

お
り
、
典
型
的
な

戦
国
時
代
の
山
城

軍
鑑
」
に
は
「
名

高
き
武
士
」
と
し

て
徳
川
家
康
や
長

宗
我
部
元
親
ら
と

と
も
に
直
正
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
直
正
は
別
名

「
丹
波
の
赤
鬼
」

と
恐
れ
ら
れ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
直
正

は
病
気
で
亡
く
な

り
、
丹
波
は
光
秀

に
平
定
さ
れ
ま
し

た
。

本丸跡に立てられている
「保月城跡」の石碑

を
利
し
て
、

明
智
勢
を
撃

退
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代

初
期
に
成
立

し
た
と
伝
わ

る
甲
州
流
兵

学
書
「
甲
陽

東曲輪跡の看板がある石垣。石垣のありさま
が時の流れを感じさせる

　

黒
井
城
は
別
名
、
保
月
城

と
よ
ば
れ
ま
し
た
。
満
月
の

夜
、
本
丸
跡
に
立
つ
と
月
が

近
く
に
見
え
て
美
し
い
こ
と

か
ら
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
か
つ
て
の
猛
将
や
そ
の

奥
方
た
ち
も
月
を
愛
で
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


